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-北広島団地内小学校の新たな適正配置住民説明会

と き 平成 19 年 8 月 17 日（金）

ところ 若葉小学校 体育館

じかん 19：00～20：30

参加者 23 名

事務局 教育長 白崎 三千年

管理部長 小菅 敏博

教育施策推進担当参事 工藤 正

主査 川合 隆典

主事 木村 洋一郎

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

■ 開 会 19：00～ 進行司会 小菅部長

■ 教育長挨拶 19：00～19：10

北広島市立小学校の適正規模の答申の経過説明及び本日の説明会の主旨説明

■ 適正規模に関する中間答申の説明 19：10～19：30

工藤参事から、パワーポイントを使用し、別紙資料により説明

■ 参加者からの意見、質問 19：30～20：30

事務局 それではこれから質疑応答に入らせて頂きます。

住 民 民生委員をやっております。今回の両校の合併、若葉小学校を使うという方向という

のは、教育委員会の方でご努力をされたものだと理解をしております。ただここに学校

が出来て 30 年くらいになりますが、あまりにも少子化が急激なものですから、住民と

してはあっという間にこういう現実になりました。いつからやるかお聞きしたい。

もう 1 つは、北進町のお子さん達が 30～34 分もかかるのであれば、向かいの東部小

学校に行った方がいいのではないかと思いますが、そういう話はないのかお聞きします。

交通の問題ですが、広葉中学校に通っている若葉の子ども達は、ほとんどが遊歩道を

使わずに、若葉町 1 丁目と 2 丁目の間の信号を使っております。中学生はしっかりとし

ていますので、青信号になってから渡るようにしていますが、中央通を通る車は信号が

赤になっても飛び込んできたり、直前に飛び出したりと、危険な状況です。もう 1 つは

広葉町1丁目と若葉町4丁目の三叉路の信号も、直進と左折するもので問題があります。

あと現実にいま、時間が間に合わないと走り出す子どもが多いものですから、我々もよ

く交通指導をしていかなければと思いますが、その辺の教育のあり方も、先生方を中心

としてやっていただきたい。
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事務局 スケジュールにつきましては、いま保護者の方々・地域の方々・未就学児童をお持ち

の保護者の方々というように、1 回目の説明会を実施しているところであります。まず

はご理解いただくために説明会をしているということで、ご理解をいただいた上で、今

後のスケジュールについては考えていきたい。

東部小学校に通った方がいいのではないかということですが、保護者の説明会の中で

は、直接的にそういう話はいまの段階では出ておりません。

交通の問題については、いろいろ子ども達の指導等でご尽力いただいている観点から、

お話いただいていると思います。確かにご指摘の部分については、委員さんを含めて通

学路については何回も確認しており、ご指摘のとおりかと思います。ただ今それに対し

て、どういう事業や対策をするかといったものは持っておりません。先ほどの交通指導

の徹底を含め、今後統合となれば、事業等を含めて努力をしていきたいと考えています。

昨日の地域の説明会の中では、北進町の子どもさんに関して同じような質問がありま

した。その考え方としましては、通学路を見直すというものではなく、特別な事情等を

含めて、通うという考えはできないのかというお話でした。これにつきましては、現実

に通学区域の中でいろいろな事情があった場合、必ずしもその学校に通わなければなら

ないということではなく、相談を受け、子どもの事情に応じて違う学校に通うというこ

とは、現行制度の中でもございます。

住 民 今までの説明については、若葉小学校が主体ということで、私どもは内心喜んでおり

ます。何にしても決まったことではありませんし、今後の課題として幹線道路の北進通

や中央通を横断する場合の、交通指導員の配置を順次徹底していただきたい。

団地の土地・建物の容積率などは、ご存知のように 40～50％ということで規制され

ています。自治会単位で 100％の要望が上がったとしたら、緩和をしますということを

議会で言われておりますし、一部自治会では 50％に上がっているところもあります。

それは住民から物申すのではなく、行政が間口を開いて我々に与えてこそ、人も増える

し便利性も出てきます。北広島団地は高齢率も高く、住宅の間口を広げようとしても、

土地が狭く住み着くことが出来ない。子ども達あっての国づくり・まちづくりだと思い

ます。容積率の緩和で、今まで 40％だったところを 50％にしてもいいのではないかと

いうようなことをお示ししていただけますと、高齢化はしておりますが、子ども達が増

えてくるということも考えられます。

あくまでも新聞のことなのですが、時間的なことばかりが書いてあり、若葉小学校の

方の保護者や地域の方にも、歩いて実際に計測してもらうように書いてありました。い

かにも一時的な良し悪しを諮っているような感じがする。記事の信憑性は、あくまでも

新聞社の範囲ですが、そんなに多くの人たちが出てきていないのですよね。もう少し新

聞発表も委員会として責任を持って欲しい。確かに通学の長さというのは危険を伴いま
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すし、負担になるものもあるかと思いますが、そういうものにとらわれないで、適正な

便利性の中での改革ということで進めて欲しい。

事務局 中央通や北進通の交通安全につきましては、いま指導員を配置する等のお約束は出来

ないのですが、今後そういったことを含めて事業的なものは考えていきたいと思います。

容積率の緩和の部分については、こちらの担当ではないので、経過等も含めて担当の

方に伝えたい。

新聞報道では実際に歩いた段階で、若葉小学校区の方の児童についても、どの程度の

時間がかかるのか、やってみなければだめだろうという報道がありました。実際広葉小

学校区の説明会は、昨日の住民説明会を含めて 2 回行っています。委員会としては最大

で 1.7km 程度ということで、実際に子どもさんを歩かせ、子どもさんの目線で確認を

したわけではありません。ただ私どもの方で歩いた結果、大人が一般的なゆっくりと歩

くペースで計測し、25 分程度ということでご説明をしました。ただそれに対して 1 時

間以上かかる。また大人でも 35 分以上かかるというお話もあり、実際にどの程度かか

るのか、やっていただきたいというお話がありまして、要望に沿ってお互い歩いたとい

う経緯があります。ただ広葉小学校区の方々にしてみれば、人数的にも多い中で、どち

らが時間的に多くなるのだというお話もあり、そういう方達の中で、若葉小学校区の児

童が広葉小学校に行った場合には、どのくらいかかるのかというお話があったというこ

とで、ご理解をいただきたいと思います。

住 民 平成 18 年 12 月に第 1 住区に市長さんをはじめ、教育長さんも来ていただきました。

市政懇談会の中でも、統合の話が将来出てきますというお話がありました。いまは若葉

小学校の方が有利かというお話に傾いているかと思いますが、そのときには広葉小学校

が有利だという話を聞いていました。私どもは第 1 住区連合自治会の役員もやっており

ますし、わたくし自身は輝美町に居住して、第 3 自治会の会長と、輝美町の 5 つの連合

自治会の会長もやっております。その上で質問させていただきたい。

なぜこの時期に 2 校を 1 校に統合しなければならないのか。おそらく市の予算の関係

で、統合せざるを得ないし、少子化も続きそうだということで、市の予算をカットする

ためにこういう問題が出てきたのか。

2 校が 1 校に統合した場合には、教員の数は減るのか。今まで広葉小学校に勤めてい

た先生も、そのまま若葉小学校へ移って来られるのか。

若葉小学校も広葉小学校も団地の端にあり、立地条件では大差がないと伺いました。

若葉小学校の生徒数も、広葉小学校の生徒数も聞きました。わたし達としてはどちらか

というと、ロイヤルシャトーや新しく建った東急の上の生徒さん、わたし達輝美町、北

進町、この児童の交通面からも不審者等防犯の面で問題があります。若葉小学校の周り

には公園がありません。教育委員会からは毎月のように不審者が出ましたという、物騒
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なお話ばかりが来て心配しています。わたし達も頑張っていますが、どちらが適正なの

か考えると、将来に渡って第 2 住区は減りながら少子高齢化が進んできている。第 1

住区はどうなのかというと、ロイヤルシャトーなどのマンションがあり、私ども輝美町

の団地もいま現在は 630 戸ですが、1,200 戸の許容を持っています。輝美町全体を見渡

したら、お子さんがいない家庭も増えてきましたが、転入世帯をみますと若い世代が多

く、お子さんを 2～3 人連れた方が入ってきています。現在の児童数で言えば、広葉小

学校の方が多いです。わたしが言いたいのは、これから将来にかけてどちらが増えてい

く可能性があるのかといったことも、よく判断の対象にしていただきたい。

予算の関係で統合しなければならないという内容をもう少し具体的に言って欲しい。

市の財政はどの程度が縮小されるのか。若葉小学校も広葉小学校も、少し先生の数が減

っても仕方がないと思っていますが、これを残していただきたいと思います。

広葉小学校は第 1 住区が洪水や地震の時には、避難場所になっています。あそこを廃

校したら、我々は広葉中学校とすみれ保育園の 2 つになってしまう。広葉小学校は災害

があったときに、従来どおり避難場所に使えるのか。

事務局 なぜ今統合かというお話ですが、予算の点がお話の中にも出てきたと思いますが、こ

ちらは予算ありきではありませんので、その点をご理解いただきたいと思います。昭和

18 年の時点で、北広島市全体の人口は 3 万 8,700 人くらいでした。このときの北広島

団地の人口は、1 万 9,600～9,700 人程度ということで、市全体の半分を超えるくらい

の人口でした。そのときの 4 校の小学校の児童数は 2,680 人でした。今年の 5 月の時

点で、北広島市の人口は 6 万 1,000 人を超えております。北広島団地の住民の数は 1

万 7,700 人くらいで、子どもの数は 750～760 人ということですから、24～25％程度ま

で減ってきています。大曲東小学校は 770～780人いますから、この 1校と比較しても、

4 校合わせてもそこの数に満たない減り具合ということです。北広島市内に 10 校あり

ますが、団地の学校の少子化が著しいという状況がありまして、客観的に適正規模の学

校とはどうあるべきか審議会に諮問をし、答申をいただきました。その答申の内容を教

育委員会会議の中で検討しまして、今回の方向付けがされました。これから先を見込ん

でも、減少していく状況にあるのではないかと判断しております。小規模校の良さは確

かにあります。しかし一定のクラスが編成できることによって、さらにその教育は高ま

るということがありますので、教育行政に携わるものとしては、少しでも環境を整えて

いきたいということから、統合についてご理解をいただきながら、進めていきたいと考

えております。後ほど宮村相談員の方から、こちらのことにつきましては説明させてい

ただきたいと思います。

予算ありきの話ではないかということでしたが、けしてそういうことではありません。

教育委員会にいる者としては、子どものためにどうあるべきかを考え、いまそういう方

向に整備を進めていかないと、将来必ず子ども達にとって良い環境にはならないという
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ことから、進めているところであります。

統合による教員の配置数につきましては、文部省により子どもの数によって学級編成

の基準というものがありますので、そちらに基づき配置されます。

交通安全・防犯の面については、交通安全施設の整備等、市で出来るものもあります

し、公安委員会に要請をして整備をしていただくものもあります。市の交通安全の窓口

もありますし、行政としても取り組んでおります。防犯の関係でいいますと、各中学校

区に組織をつくっていただき、いろいろ活動していただいております。広葉中学校区で

いいますと、我々が知っているのは健連協だけではなく、若葉町町内会さんで防犯パト

ロールを編成して見守ってくれていますし、商工会でもそういったものを編成されてい

ます。下校時には学校やＰＴＡの皆さんにお手伝いいただき、日ごろから地域全体で子

どもを守るということで、活動していただいておりますし、私どもも学校と連携して、

交通安全等の啓発に積極的に取り組んでいる状況があります。

輝美町には 1,200 戸くらいの許容があるというお話ですが、今回の統廃合の話が出ま

して、若葉小学校の方向付けがされた理由に、大きな 4 つの柱があります。今ある校舎

がだめだということではなく、両校の校舎や置かれている環境を比較しますと、大きな

差はありませんが、比較の中で最終的には若葉小学校という方向付けがされたというこ

とです。子どもの数は、確かに駅前のマンションに多くおられます。輝美町にもおられ

ますし、そういう状況は理解しております。文部科学省がいう遠距離通学というのは、

小学校で 4km 以上という一定の位置付けはありますが、北広島団地の中では 2km 以内

を目安に考えております。そういうことでいいますと、駅前から若葉小学校でも 1.7km

程度です。白樺町から広葉小学校ということになりますと、若干距離があるということ

はあります。今回の統合については、両校を一度廃校にしまして、新たに学校をつくり

上げていく。両校の良さはたくさんありますので、こういうものを持ち寄って、さらに

良い教育環境を整えていくということから検討をしまして、若葉小学校の校舎を使って、

新たなものをつくっていきたいと考えております。最終的に子どもさんの数が多い・少

ないということではなく、その子どもさん 1 人 1 人にとって、特別な支障がなく通える

距離であれば、問題はないのかと考えているところもあります。

避難場所については、若葉小学校が避難場所になっています。第 1 住区でいえば、広

葉小学校・広葉中学校です。出来るだけ多くの避難場所をつくるということで、市の公

共施設でしっかりとした建物については、皆さんに不測の事態があったときに、市の責

任として用意するのは当然であります。必要に応じて避難場所を指定しておりますので、

現状としてはそういう状況だとご理解ください。

事務局 広葉小学校の先生はこちらに統合になった場合、移ることはできるのかというご心配

かと思いますが、基本的に統合になった場合、校長・教頭は 1 人になりますので人数は

減ります。ただ統合によって全体の人数が大きく変わるということはありません。具体
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的にいいますと、6 学級ですと 9 人、10 学級の場合 13 人という基準があります。仮に

12 学級になりますと、校長・教頭を含めて 15 人、13 学級になった場合は 17 人という

ことになります。

誤解があってはいけないので念のためですが、教職員の給与については市の負担では

ありません。教員は市町村職員の身分は持っていますが、北海道費負担の市町村職員と

いうことで、そうした予算の関係から統合を進めたということはございません。

相談員 統合によるメリットというのは、教育活動上・生徒指導上・学校運営上など、細かく

いえばたくさんあります。しかし私どもが 1 番気にしているのは、若葉小学校はずっと

1 学年 1 学級、広葉小学校も、いまの 1～2 年生が 1 学級になっています。学年 1 学級

という問題は、私どもが統合を進める上で大事にしていることですが、この 1 学級によ

る弊害というものがいろいろあります。1 年生から 6 年生まで転校生がいなければ、ず

っと同じです。そして中学校に入ると、突然ころころと集団が変わっていく。2～3 学

級ある学校であれば、2 年生と 4 年生にクラス替えがあります。子どもがどうするかと

いいますと、クラス替えにより、自分と新しい集団とが関わることによって、人と人と

の付き合い方や、集団との付き合い方を学びます。こういうところは今まで欠けていた

ケースもあり、集団の中に入っていけない若者などが、たくさん出てきている状況があ

ります。そういう人と人との関わりとか、人と集団との関わりとか、集団の中で自分は

どういう役割をするのか、そういうことを考えて体験できる機会をできればクラス替え

をする 3 年生と 5 年生のときに体験して欲しい。社会性と呼んでいますが、社会性を身

に付けて育っていって欲しいということがあります。とくに小学校教育というのは人間

の基礎の部分で、この大事な経験を大切に考えています。この社会性は教えて出来るも

のではないし、教科の点数のように表せるものでもありません。どちらかというと集団

の中で、子どもが実際に体験しながら学んでいくものではないかと思います。そういう

ことを考えますと、1 学年 1 学級よりも 2 学級の方が、子どもの心の成長の部分でより

効果的だということで、統合というものを考えてきております。地域によっては僻地な

どで統合できず、一生懸命に頑張っている先生方もいますが、団地の場合は統合により

2～3 学級が出来ますので、そういう体験をさせる上で、より良い環境になるだろうと

考えております。

住 民 質問というよりは要望になりますが、先日新聞報道で第 1 住区の説明会でいろいろな

意見や懸念が出たと載っていました。小学校 1～2 年生の子ども達の通学の心配を考え、

いつ統合するのかという質問に、まだ決まっていない。住民の理解を得てからというこ

とでしたので、そういうことは慎重にやっていただきたいと思います。家は白樺町 2

丁目で駅からは離れていますが、駅近くの方のお子さんは街中を通るということで、か

なり懸念されていることだと思いますし、地域で幼稚園・保育園に通っている子どもさ
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んを持っている方には大事なことだと思います。わたしは第 1 住区にいますが、少し理

解が出来る部分もあるものですから、地域の方への説明はしっかりとやっていただきた

い。

関連しますが、通学上の説明があって少し遠くなるということですが、交通上の問題

や犯罪の問題があります。幸い本州であるような悲惨な事故が起きていないのですが、

やはり子どもの生命に関することというのは、1 度起きたら取り返しがつかないことで

す。安全のことは考えているという答えがありましたが、もし統合されたときに、十分

に考えていただきたい。町内会の協力を得るということですが、完全なものではないと

思います。善意でやっている方が多いので、役員の方のせいにされたら困ります。ただ

先生方や市の職員が地域を守るということは、実際に出来ませんので、地域住民の協力

を得ながら、組織をつくり上げていくことが大事ではないかと思います。忙しいでしょ

うけれども何回も説明をされて、合意を得るようにした方がいいのではと思います。統

合ありきが先行すると、やはり地域は疑問や懸念が残ります。

事務局 要望ということで説明会のことをお尋ねいただきましたが、言われるとおりにいまは

1 回目の説明会でありまして、保護者の方への説明会が終わり、昨日から地域の方への

説明会が始まっております。24 日が最後になりますが、未就学児をお持ちの保護者の

方への説明会も実施していく予定です。これまで説明会をした中では、2 回目の説明会

をする方向で進んできておりますし、これまでに疑問や批判もありましたので、説明会

は 2 回、3 回と行い、少しでも多くの方々に理解していただけるように、これからも努

力していきます。

住 民 第 2 住区の自治連合会の会長をしております。説明会を開いていただきありがとうご

ざいました。統合のところまでは第三者委員会の方で決められたわけですが、具体的に

どの学校の方に持っていくのかということは、教育委員会さんの選択事項だということ

で、教育委員会さんは大変だなというのが、正直な気持ちであります。しかしいろいろ

専門的な立場でいろいろな角度から検討されて、若葉小学校が望ましいという方向付け

をされたことが、万が一にでもぶれますと、大混乱を起こすのではないかということで、

大変心配をいたしております。第 2 住区よりも、とくに第 1 住区の方々に負担をかける

ということになりますので、出来得る限り時間をかけご説明いただき、納得していただ

いて、気持ちよく若葉小学校に通っていただくよう、引き続き講じていただきたいと思

います。

まだ方向性が出される前に、第 2 住区の住民の方から、若葉小学校に統合してもらえ

るように、運動を起こせないのかという働きかけがありました。しかしどう考えても、

第 1 住区と第 2 住区のエゴにつながりかねないので、我々は一切そういう動きはしない

方がいいのではないか、教育委員会さんの結論を待とうではないかというような経緯も
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あります。その点も踏まえて、第 1 住区の方にはいろいろとご説明願えればと思います。

事務局 貴重なご意見ということで承りました。

住 民 両校が集って新しいものをつくるということで、若葉小学校という名前はなくなると

考えなければなりませんか。

予算ありきではないというお話がありましたが、それはそうだと思います。しかし、

財政上の問題というものが裏にあるということは、抜きには出来ないのではないか。2

校のままだとこうで、1 校になったらこうなるという財政上の比較は、説明内容として

準備する必要があるのではないかと思います。その辺について聞きたい。

事務局 これからまだ 1 回目の説明会が続くものですから、軽々にはお話できませんが、話が

進んでまいりますと、違う道を歩んできた学校は廃止で新たな学校をつくるということ

になりますから、前段で各学校の交流事業や、それぞれの学校に統合のための協議会を

つくりまして、それぞれの学校で協議をしていただき、どういう名前がいいかというこ

とも含めて、検討される方向になるかと思います。いまの時点でそれについて私どもが

どうこうしたいという段階ではありませんので、ご理解をいただきたいと思います。

財政的な話もあるだろうというお話ですが、私どもは教育委員会の職員として、教育

的観点で皆さんにご理解いただきたいということで、説明会に入っております。北海道

の各市町村の財政状況が厳しいということは、いろいろな場面で出てまいりますから、

場合によってはわたし達以上にご存知の方もおられるかもしれません。しかしいま教育

整備をしていかないと、子どもの数は減っていく状況にあると見込まれますので、わた

し達は教育的観点から進めているということで、ご理解をいただきたいと思います。市

の財政的なことを専門にやっている職員もおりますが、私どもは教育委員会として、教

育的配慮でご理解をいただいている段階であります。

住 民 住区単位で自治会がありまして、その連合体というのが自治連合会であります。わた

し達は第 2 住区なのですが、これから第 2 住区自治連合会を地域の窓口として、若葉小

学校の統合の問題等についてはお話いただきたいと思います。回覧文章で回しましても、

誰かが行くだろうということがままあります。

事務局 地域の方々にご理解をいただくため、自治連合会の方に連携をさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

事務局 もし意見がなければ、これをもって説明会を終わらせていただきます。説明会につき

ましては、何回でも必要に応じて開催していきたいと思っています。次回の説明会は必
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要という意向があれば、10 月になるかと思いますが、開催する方向で進めていきたい

と思いますが、いかがでしょうか。これも川島会長さんと相談させていただくというこ

とでよろしいですか。

住 民 説明会をやってくださったのは大変うれしいのですが、同じ趣旨の説明ではなくて、

第 1 住区の意見も含めて、次の段階でどういうことになるのかということでないと意味

がない。もちろん出席される方が違えば、いろいろな意見も出るかと思いますが、10

月に行われるとしたら、どういうテーマになるのか聞きたい。

事務局 今日いただいた意見やご質問は、ある程度お答えさせていただきましたので、ご理解

はいただけなくても、話の趣旨は分かっていただけたかと思っています。川島会長さん

とお話をさせていただくという方向が出ましたので、その辺もお話する中で検討させて

いただけたらと思います。

広葉小学校の校区と若葉小学校の校区では、説明会の中でも相当話の内容が違ってお

りますので、会長さんと話をさせていただいて、方向付けをさせていただきたいと思い

ます。

長い時間に渡り、いろいろご意見をいただきました。私どものこれまで取り組んでき

た内容、考え方も説明させていただきました。これをもって、今日の説明会は終了させ

ていただきます。お忙しいところにお集まりいただき、ありがとうございました。

（注）発言を要約したものであり､発言すべてを記述したものではありません。


